
経済建設分科会　　２月28日・３月３日

店舗魅力アップ改修事業費補助金
実施するに至った経緯は何か。また、店舗改修に利用できる補助金として、空き店舗対策事業費
補助金との重複利用はできるか。さらに、様々な店舗がある中で、業種や対象となる工事等はど

のようなものを想定しているか。
経緯については、定期的に、三島市、三島市観光協会、三島商工会議所、三島信用金庫の四者で行っ
ている中心市街地のまちづくりや回遊性についての協議の中で、25 店舗ほどから改修したいとの

声があり、併せて、その他の地域の店舗からも補助金についての問い合わせを受けており、検討の結果、
物価高騰対応重点支援地方交付金を活用し、補助することとした。
　補助金の重複利用については、店舗魅力アップ改修事業費補助金は既存の店舗の改修を補助する制度
であり、空き店舗対策事業費補助金は新規の事業者を対象にしていることから、重複して受けることは
できない。
　業種や対象工事等については、現在検討中であるが、日本標準産業分類に基づいて、小売業や飲食サー
ビス業、生活関連サービス業などを営んでいる店舗で、外装工事、内装工事、外壁の塗り直しや屋根の
修繕等を想定しているが、詳細については、今後、協議していく中で定めていく。

市内の無電柱化事業
今後どのような予定となっているか。また、この事業による交通への影響はあるか。

都市計画道路小山三軒家線及び都市計画道路南町文教線における無電柱化工事は令和６年 10 月か
ら開始しており、今後の予定としては、本体工事としてコンクリートの大きいマスを入れる特殊

部の工事、その特殊部と特殊部をつなぐ管路工事を令和８年３月までに終了する予定である。その後、
民地内に電線を引く工事、歩道部分をきれいにする工事を行っていく。交通規制については、原則交互
通行で行っているが、クレーンを使用するような工事を行う場合には、部分的に片側交互通行で行って
いる。また、市道愛染院祇園線については、今後施工をしていく中で、一時的に通行止めになる可能性
がある。その際には、迂回路を確保し、市民に十分な周知を行っていく。

予算審査代表質問
会派の代表者が施政方針や予算案の大要に対して質問しました
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一般廃棄物処理計画事業
食品ロスの削減のために市内の店舗と購入者をマッチングさせるアプリであるタベスケの実証実
験が令和６年 10 月から１年間行われているが、ランニングコストはどのくらいか。実証実験が終

了した後に事業者は継続するのか。
静岡県内では三島市が初めての取り組みということもあり、実証実験という形で通常必要な経費がかか
らない状態で利用しているが、実証実験が終了し、継続して利用すると月額 22,000円の使用料がかか

るようになる。タベスケの選定理由の一つに、市が使用料を払うことで店舗の手数料は必要ないということ
がある。現在37店舗で実証実験を行っているが、３月５日までに2,424品が販売され、1,228㎏の削減につな
がった。この食品ロスの削減効果から、実証実験が終了する令和７年10月以降もタベスケを継続していきたい。

東駿河湾クラフトビール地域循環共生圏推進協議会負担金
参加自治体の負担割合は。また、モルト滓

かす

を再利用するためのアップサイクル拠点はどのような
イメージで進めるのか。
参加自治体の三島市と沼津市の負担は同額となる。また、アップサイクル拠点については、できるだけ三
島市内に設置したいと考えており、モルト滓

かす

を飼料として育った豚をブランド化していきたいと考えてい
る。モルト滓

かす

は水分を多く含んでおり、夏場だとすぐにカビが生えてしまうため、水分を飛ばすために脱水す
る機械をアップサイクル拠点に入れることになり、静岡クラフトビール協同組合が保有する。静岡県からの補
助金がなくなる3年後以降は、静岡クラフトビール協同組合が自走していく仕組みを作っていくこととなる。

※会派については、令和７年２月定例会時点となります。
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